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１．はじめに

周知の通り、1950年代後半から70年代初頭に

かけての日本の高度成長期に日本経済を力強く牽

引したのは、企業の設備投資であった。まさに、「投

資が投資を呼ぶ」経済成長が、長期にわたって持

続したのである。その後70年代における二度の

オイルショックや固定為替相場制から変動為替相

場制への移行などにより、企業を取り巻く経営環

境は激変し、設備投資の伸びは大幅に鈍化した。

しかし、80年代に入って設備投資は再び増勢を

回復し、名目GDPに占める設備投資の比率はバ

ブルの絶頂期であった90年度には20.4％と、高

度成長期以来の20％の大台超えを記録した。

しかしながら、バブル期に増勢を回復した設備

投資は、90年代初頭のバブル崩壊とともに、一

転急落することとなった。しかも、その設備投資

の低迷は長期化し、最近時点における設備投資の

水準は、いまだ91年度のピーク時に遠く及ばな

い低水準にある。

本稿では、近年の設備投資動向を概観するとと

もに、その低迷の一因ともなっている投資行動の

グローバル化や多様化について考察し、設備投資

に関する実証研究を紹介する。
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　高度成長期には日本経済を牽引した設備投資は、近年低迷している。その背景の第一は、日本企業による海外
での設備投資の増加であり、第二はM&AやR&Dといった設備投資以外の投資的支出の増加である。いかにして
国内の設備投資を増加させることができるかが、日本経済にとって重要な課題である。
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